
医医療療とと工工学学のの融融合合：：
工工学学のの力力でで健健康康社社会会をを創創るる

阿部研究室では、医療と工学の融合分野において、超高齢化社会における予防医療や先端的

な医療を支えるための研究を行っています。日常生活において、血圧や自律神経指標といっ

た健康管理に有効な情報を簡便に計測するために、緑色光電容積脈波を用いたノイズに強い

ウェアラブルセンサシステムの開発に取り組んでいます。さらには、心電図の中から死に至

らしめる危険な不整脈を高精度で早期に検出する方法の開発や、映像が生体に与える影響の

評価に関する研究等も行っています。

2004年東北大学工学部卒業、

2009年同大学大学院工学研

究科博士課程修了。同大学

博士研究員、同大学大学院

工学研究科助教を経て、

2015年9月より現職。専門

分野は生体信号処理、医療

機器開発等。

准准教教授授阿阿部部 誠誠

私が今の専門を選んだきっかけは、大学在学中の研究室配

属の際に、その当時は先端的だった「医工学」という分野

を研究されていた先生に出会い、その研究の魅力に一目ぼ

れしたことです。その先生は、工学を医療や福祉といった

分野に応用することで、私たちの生活を豊かにするための

方法を探求されていました。私は、その先生のもとで学ん

だことを基礎として、健康社会を創るための技術やヒトに

優しい医療機器の開発支援等の研究を行っています。

生体医工学・医療工学では、実験装置

の製作から信号処理のプログラミング

まで幅広い知識と技術が求められます。

当研究室で学んだことを、将来どのよ

うな分野に進んでも生かすことができ

るよう指導を行います。

超高齢化社会にともなう医療費の高騰

を、予防医療の発展によって抑え、健

康的に安心して暮らせる社会づくりに

貢献できる研究を行っています。また、

ヒトに優しい医療機器や安全に視聴で

きる映像コンテンツの普及のために、

工学の技術を用いて貢献していくこと

を目指しています。

緑色光電容積脈波センサを用いた多点脈波計測

システム。心拍数や自律神経活動を推定するこ

とで健康管理に役立てられる。

人工的立体視映像（3D映像）がヒトに与える影

響を評価するための実験。心電図、血圧、脈波

といった生体情報を同時に計測している。

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像

健健康康管管理理 ・・ ウウェェアアララブブルルデデババイイスス ・・ 医医療療機機器器開開発発 ・・ 機機械械学学習習 ・・ 働働きき方方改改革革

光電容積脈波を用いた血圧推定

光電容積脈波を用いた自律神経活動の機能推定

集中力の定量的評価に関する研究

ウェアラブルセンサによる健康管理システムの開発

映像機器ならびに映像コンテンツの生体影響評価に関する研究

植込み型除細動器用致死性不整脈検出アルゴリズムの開発

「映像の生体安全性に関する国際標準化と研究開発」（共同

研究）

「慢性心不全の予後を改善するための非侵襲で安全・安心な

無痛性ICDの実用化臨床試験」（厚生労働省科研費（共同研

究））

「在宅終末期遠隔見守り用心電計の開発」（共同研究）

「ホルター心電図解析システムの開発」（共同研究）

「着衣型光電容積脈波センサを用いた健康管理システムの開

発」（科研費（若手Ｂ））

「緑色光による光電容積脈波を用いた血圧推定の試み」（科

研費（若手Ｂ））

「健康寿命延伸のためのパーソナルライフケアICT基盤の創

出」（未来社会創造事業（探索加速型））

「自律神経活動に着目した映像の色成分による生体影響の定

量的評価」（科研費（基盤Ｃ））

「ウェアラブルデバイスを用いた集中度の定量的評価による

作業効率の最適化」（科研費（基盤Ｃ））

最近の研究として、機械学習による光電容積脈波を用いた血圧推定に挑戦しています。

一般的に普及しているウェアラブルデバイスでも血圧の推定を売りにしているものが

ありますが、実用に耐え得るものではありません。そこで、阿部研究室では、最近の

トレンドである人工知能に用いられる機械学習を応用して、血圧の推定精度の向上を

目指しています。

加えて、働き方改革にともなう日本人の労働生産率の向上を目指し、タスク時の集中

力を定量的に評価することで、効率の良い働き方を提案できるよう研究を行っていま

す。
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Fusion of Engineering and Medicine: 
Biomedical Engineering for Healthy Life

Our research focuses on preventive medicine and support of medical device development.
For self-health management, we are developing a wearable device which is more resistant to
noise such as motion artifact. In addition, we’ve been researching a method for evaluating
effects of visual stimuli on human.
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Associate Professor

Makoto Abe

The reason I chose my current specialty was meeting a
professor who was researching the cutting-edge field of
“Biomedical Engineering.” The professor researched
methods to enrich our lives by applying engineering to
fields such as healthcare and welfare. Based on what I
learned under that professor, I am researching focused on
developing technologies to build a healthy society and
supporting the development of human-friendly medical
devices.

Biomedical engineering requires a
wide knowledge and technique such
as manufacturing experimental
equipment and programming of signal
processing.
I will teach you to take advantage of
your experience in our laboratory.

Aging of the population in Japan
causes the growth in medical
expenditure, and that fact increases a
burden on young people. Our
research is aimed at suppressing its
growth by preventive medicine. We
believe our research can contribute to
creating a well-being society.

A summary of measurement of green
photoplethysmograhic signals at multiple sites to
evaluate autonomic nervous activity and to
estimate blood pressure.

A summary of an experiment to evaluate
biological effects of three-dimensional
scenography based on a physiological index.

In the Future

Beginnings of my path to 
academia

After Graduation


